













て思い出します。経済経営学部担当の渡辺優子さんから，2019 年 1 月 15 日 17 時過ぎ，1 本のメールが
伊東のスマホに入りました。それには以下のようにありました。「経済経営学部経済学科長　葉山幸嗣
准教授（享年 42 歳）におかれましては，2019 年 1 月 13 日 ( 日 ) 心不全のためご逝去されました。」こ
のメールは何だ，というのが真っ先にたった思いでした。まさか，42 歳の若さで尚かつ現役の学科長
が急逝などあり得ない。これまでにも聞いたことのない話でありましたので，にわかに信じがたいメー





























ちんと任務を全うされたことにただ頭を垂れるだけでした。そのような激務の中で，2016 年 9 月には
第 33 回日本地方自治研究学会全国大会，2017 年 7 月第 21 回アジア市場経済学会全国大会が本学で開
催された際には，他の若手先生方と事務局を担当され大会を見事に成功させました。特に学生の動員力
は日頃の学生との間の親しい関係に裏付けられており，感心するだけでした。
　また，私的には名誉教授の先生や出身大学の先生方との食事会の開催にあたり日程や場所の調整など
きめ細やかな対応を示されたことも今となっては思い出です。余りプライベイトなお話はされませんで
したが，お酒や料理の話などかなり知識をお持ちのようなことはうかがい知れました。
　そして学内では学科長としての職務で，当方は学科内のカリキュラムなど諸々に不案内であったため，
何度かお話を伺った際も丁寧に当方の質問に答えられ，大いに助けられた覚えがありました。また，い
つも女子学生が取り囲み，どうして先生だけがこうももてるのかと影ながら思うこともありました。そ
れはひとえに先生のお人柄によること，誰かれと区別することなく皆同じように対応される広い心持ち
の葉山先生だからではなかったのでしょうか。根っからのお人柄がそうさせていたのだろうと感じます。
優しいというありふれた言葉では表現しきれない葉山先生そのものであるかもしれません。朝普段通り
に出校しますと，いつものように山田先生のお車が坂上にあり，葉山先生のお車が駐車場の隅にありま
した。お住まいの関係で朝早く家を出られるそうだということはかなり後になってお聞きしました。そ
の分夜は早くお休みとのこと，それでも学部の先生方とのお付き合いもそこそこにあったようと漏れ伺
いました。
　優しさや真面目さではどの方も寄せ付けないほど大きなお人でありました。葉山先生のお姿をお思い
出すたびに，伊東は何を念頭に思い浮かべたらよいのか未だに想像がつきません。もう少し冷静になる
時間が必要です。
　葉山幸嗣先生，いろいろお世話いただき有り難うございました。
　先生のご霊前に謹んで哀悼の意を捧げます。心より深い感謝をこめて　　　　合掌
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